
 

工事成績評定基準 

水道企業団所管の建設工事の工事成績評定基準については、広島県土木建築局のも

のを準用（広島県の調達情報「工事の成績の評定要領（土木工事）」を参照）しており、

この評定基準は、水道企業団の独自部分である建設工事専用表のみ掲載する。 

水道企業団建設工事専用表 

・管敷設工事 

・傾斜板工事 

・ポンプ設備工事 

・ろ過池補砂工事 
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別紙ー４③

（検　査　員）
a c d

優れている 他の評価に該当しない 劣っている

＝ 0

　

□ ●評価対象項目 ●判断基準

　該当４項目以上・・・ａ

　該当３項目・・・・・・・ｂ

　該当２項目・・・・・・・ｃ

　該当１項目以下・・・ｄ

　□

　該当４項目以上・・・ａ

　該当３項目・・・・・・・ｂ

□ろ過池補砂工事 ●評価対象項目

　□　 仕上り状態が良い。

　□ 　平坦性が良い。

　□　 きめ細かな施工がなされている。

　□　 全体的な美観が良い。

●判断基準

　該当５項目以上・・・ａ

　該当４項目・・・・・・・ｂ

　該当３項目・・・・・・・ｃ

　該当２項目以下・・・ｄ

□ポンプ設備工事 ●評価対象項目

　□ 　仕上り状態が良く、全体的な美観に優れている。

　□ 　施工管理記録等から、不可視部分の出来ばえの良さが伺える。

　□ 　異常な振動・騒音がなく動きもスムーズで総合的な機能、運転性能が優れている。

　□ 　公共物としての安全性、環境、維持管理への配慮が良い。

　□ 　溶接・塗装・組立等細部にわたる配慮が良い。

●判断基準

　該当４項目以上・・・ａ

　該当３項目・・・・・・・ｂ

　該当２項目・・・・・・・ｃ

　該当１項目以下・・・ｄ

□傾斜板工事 ●評価対象項目

　□ 　仕上り状態が良く、全体的な美観に優れている。

　□ 　土木構造物との調整が良い。

　□ 　きめ細かな施工がなされている。

　□ 　公共物としての安全性、環境、維持管理への配慮が良い。

●判断基準

●判断基準

　 該当４項目以上・・・ａ

　 該当３項目・・・・・・・ｂ

　 該当２項目・・・・・・・ｃ

　 該当１項目以下・・・ｄ

考 査 項 目

３．出来形

b
やや優れている

　 及び

 　出来ばえ

Ⅲ．出来ばえ

　該当２項目・・・・・・・ｃ

　該当１項目以下・・・ｄ

d 　-5.0

　□

考査項目別運用法

　□

　□

該当項目

工　種

□管布設工事 ●評価対象項目

　□ 　管体及びポリエチレンスリーブに損傷がないことが確認できる。

　□ 　土木構造物との調整が十分なされている。

　□ 　公共物としての安全性、環境及び維持管理への配慮が良い。

　□ 　施工管理記録等から不可視部分の出来ばえの良さが伺える。


